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                   は じ め に 

～あそびから生きる力を～ 

 

私たちが子どもだった頃は、遊び場といえばもっぱら原っぱや空き地でした。原っぱには、お

気に入りの木があって、大好きな木登りが思う存分できました。そして、友達と枯れ枝やベニヤ

板を拾ってきて、畑の脇に秘密基地を作り、ちょっとしたおやつやおもちゃを持ち込んで、子ど

もだけの時間を楽しんでいました。当時は児童館がありません。大人たちは、子どもたちの遊び

の世界に今より寛容で、「日が暮れるまでに帰っておいでね。」ぐらいが約束ごとでしたから、暗

くなるまでどろんこになって遊んでいました。 

もし、今も原っぱや空き地が近くにあって、そこで自由に遊ぶことができるのならば、子ども

たちは同じように夢中で遊ぶことでしょう。しかし、残念ながら、子どもだけで思いっきり遊ぶ

ことができる場所は、今はとても少ないのです。何よりも事故やけががないように、ご近所に迷

惑をかけないようにということが優先され、私たち大人は、子どもの遊び場を決め、ルールを作

りました。しかし、そうすることで、子どもたちの好奇心と、生きるヒントを見い出す機会を狭

めてしまったのかもしれません。 

現在、児童館で働く私たちの役割は、来館する子どもたちが安全に遊ぶことができるように見

守り、支えることです。そして、一人一人の長所を見つけて、それを伸ばす手助けをすることで

す。また、中高校生にとっては、学校でもなく家でもない児童館が、気兼ねなく息抜きできる場

所でもあります。大人でいえば、仕事帰りにふらりと立ち寄る喫茶店や居酒屋のような存在なの

かもしれません。そんな彼らにも、居心地のよい時間と空間を保ってあげたいと思っています。

そっとその背中を支えて見守り続けたいのです。そうして時間をかけて待つうちに、やがて彼ら

は自分で道を見つけ出し、進んでいくことができると思うのです。 

そう、かつて私たちが秘密基地にただじっとこもり、雨音に耳を澄ませていたように。木登り

で太い枝に腰掛けて、遠くの景色をいつまでも眺めていたように。それは、子ども時代に必要な

時間なのかもしれません。 

原っぱも空き地も消えてしまった今、児童館は子どもたちの無限のエネルギーを受け止め、想

像力を育む場所として存在しています。それは、現代の秘密基地であり、年齢を超えて人と人が

出会う貴重な空間でもあります。 

子どもたちは、私たち大人の姿をいつも敏感に感じ取っています。私たちがもっと好奇心を持

って、広い世界に目を向け、失敗や挫折や回り道を繰り返しても、なお未来に希望を持ってゆっ

たりと生きている姿を見せてこそ、子どもたちが夢を抱いて強く生きることに繋がるのだと思う

のです。    

平成３０年９月 

あすなろ児童館 
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バス停 

Ⅰ あすなろ児童館の概要 
 

１ 児童館の目的 

  あすなろ児童館は、18 歳未満の児童を対象とする児童厚生施設であり、次のよう

な目的で運営されています。 

・ 児童が、遊びを通して仲間を作り、健康で心豊かな成長を助ける場とします。 

・ 乳幼児の遊び場と保護者の子育てについての情報交換や相談の場とします。 

 

２ 利用案内 

（１）所在地など 

・ 場   所  〒190-1211 東京都西多摩郡瑞穂町大字石畑 1837番地 

・ 電話･ﾌｧｯｸｽ  Tel 042－557－7766  Fax 042－557－7716 

・ 交   通  JR八高線＝箱根ケ崎駅から徒歩 15分 

             都バス・立川バス＝瑞穂第一小学校前バス停から徒歩 2分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用形態 
・ 開館時間  午前 9時 30分～午後 5時 

・ 休 館 日  日曜日 国民の祝日 年末年始 

・ 利 用 者  18歳未満の児童、乳幼児とその保護者 

・ 利用方法  受付で利用者名簿に記入 入館は無料 
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（３）児童館利用上の約束 
・友達をたくさん作りましょう。 

・元気よくあいさつしましょう。 

・玄関で名前などを書いてから入館しましょう。 

・部屋や品物は大切に使いましょう。 

・使ったものはきちんと元の場所に返しましょう。 

・大切なものや食べ物は家に置いてきましょう。 

・学校から一度家に帰ってから遊びにきましょう。 

 

（４）主な事業 
・日 常 活 動……スポーツや読書、創作など、子どもたちの自由な活動を

見守り、助言します。 

 

・各 種 教 室……スポーツ、料理、工作などの教室を開き、友達と交流を

深めながら活動できるよう指導します。 

 

・行 事 活 動……定期的にお楽しみ会のような行事などの活動を行います。

また、観劇などの鑑賞会も行います。 

 

・子育て支援活動……乳幼児と保護者を対象にした定期的な活動や、子育てに 

           ついての情報交換の場の提供と相談事業などを行います。

また、町内にある子育て自主グループへの支援･協力など

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あすなろくん       ちびなろくん         あすなろちゃん 
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３ 施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 施設概要（あすなろ学童保育クラブ、石畑保育園、石畑中央会館との複合

施設です。※下記面積はあすなろ児童館及びあすなろ学童保育クラブのみ） 
① 敷地面積：812.27㎡ 

② 延床面積：744.72㎡ 

［１階］事務室、幼児室、学童保育クラブ、男子トイレ、女子トイレ、

だれでもトイレ、エレベータ、玄関ホール、その他 

小計：297.94㎡ 

［２階］図書室、多目的室、会議室、創作室、プレイルーム、男子ト 

イレ、女子トイレ、だれでもトイレ、エレベータ、その他 

     小計：430.69㎡ 

［Ｒ階］ペントハウス 

小計：16.09㎡ 

③ 構 造：鉄筋コンクリート 2階建て 

 

 

 

学童保育 

クラブ 

事務室 幼児室 

石畑保育園 

石畑保育園 

石畑中央会館 

テ
ラ
ス 

創作室 

会議室 

プ
レ
イ
ル
ー
ム 

玄
関
ホ
ー
ル 

ｴﾚﾍﾞｰﾀ トイレ 

トイレ 

２階 

１階 

階段 

多目的室 図書室 

ｴﾚﾍﾞｰﾀ 

トイレ トイレ 

トイレ トイレ 
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（２）各室案内  
① 幼 児 室……乳幼児と保護者のための部屋です。乳幼児の楽しい遊び場

とし、また、ここに集う保護者同士の子育てなどに関する

情報交換もできます。 

 

② 図 書 室……本に親しむ中で、読書好きの子どもを育てるために設置し

た部屋です。物語のほか、調べ学習に利用できる図鑑や資

料も準備しています。また、漫画も置いています。 

 

③ 多 目 的 室……学習のほか、ルールの範囲内で多目的に使える部屋です。 

 

④ 会 議 室……話し合いをする部屋です。普段は、将棋、オセロ、ブロッ

ク、ままごとなどを楽しむことができます。ピアノの演奏

もすることができます。 

 

⑤ 創 作 室……この部屋は、工作教室、折り紙教室、料理教室などの会場

となります。普段は、お絵かきや塗り絵などが自由にでき

ます。 

   

⑥ プレイルーム……ミニ体育館のような少し広い部屋です。卓球、球技、一輪

車などのスポーツが楽しめます。イベントの会場にもなり

ます。 

 

⑦ 学童保育クラブ……第五小学校の児童を対象とした学童保育クラブで、保護者

が共働きなどで放課後帰宅しても適切な保育が受けられな

い児童を一定時間預かる施設です。危険防止と健全育成に

留意し、組織的･計画的に指導しています。 

 

（３）施設運営など 
① 収容定員    約 150人 

② 職員構成    職員 3人  嘱託員 2人  計 5人（平成 29年度） 

③ 運営方法    瑞穂町直営 

（福祉部福祉課 ※平成 30年度から福祉部子育て応援課） 

④ 開 館    平成 10年 4月 1日  

⑤ 併設施設    あすなろ学童保育クラブ、石畑保育園、石畑中央会館 
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Ⅱ あすなろ児童館の事業 

 

１ 子育て支援事業 

あすなろ児童館では、幼児とその保護者を対象とした「子育て支援事業」として、

それぞれの事業を定期的に実施しました。 

（１）おひさまひろば 

（２）あつまれ！ぴよぴよ 

（３）あつまれ！ヨチヨチ          

（４）親子であそぼう               

（５）すくすくクラブ 

（６）子育て相談 

（７）その他事業  

   参加者は、誰でも自由に参加できます。原則として町内の幼稚園の行事の日や長 

期休業の期間などはお休みとしました。 

また、より一貫性をもって活動する会員制の事業として、「すくすくクラブ」も

開設しました。 

 

（１） おひさまひろば 

目 的  保護者に、乳児期の保育で大切なことや心掛けた方がよいことなどを、

わかりやすく講義しました。また、保護者の悩みや疑問を共有し、解決

策を話し合ったり、意見を交換したりして、保護者同士が話し合うこと

ができる環境を提供しました。 

日 時  毎月第 4 水曜日 10:30～11:10 

場 所  プレイルーム 

内 容  乳児の保育に関する知識の講義、個別アドバイスなど 

対 象  0 歳～6 カ月児と保護者 

参加者  75 人(10 回)    
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（２） あつまれ！ぴよぴよ 

目 的  集団遊びを指導し、保護者同士の交流の機会を提供しました。少子化傾

向とあいまって、特に初めての子育てとなる保護者も多く、これらの事

業を通して、子育ての不安の解消や新しい情報を提供し、乳児の成長に

役立てることを目的とました。 

日 時  毎月第 1・3 水曜日 10:30～11:10 

場 所  プレイルーム 

内 容  ごろ寝アート、あかちゃんと保護者のふれあい体操、手遊び、人形劇、

パネルシアター、大型絵本、リトミック、季節に合った歌、保護者同士

の情報交換など 

対 象  4 カ月～11 カ月児と保護者 

参加者  379 人(19 回)                    

（３） あつまれ！ヨチヨチ 

目 的  幼児の集団遊びを指導し、保護者同士の交流の機会を提供しました。ま

た、これらの事業を通して、幼児の成長と、保護者が子育てについて多

くを学び、さらに成長することを目的としました。 

日 時  毎月第 1・3 木曜日、第 2 水曜日 10:30～11:10 

場 所  プレイルーム 

内 容  手遊び、楽器遊び、ペープサート、パネルシアター、エプロンシアター、 

親子体操、歌など 

対 象  1 歳児と保護者 

参加者  532 人(27 回) 
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運動会・クリスマス会 

対 象  0 歳～1 歳 5 カ月児と保護者 

①あかちゃん・ヨチヨチ運動会 

日 時  10 月 12 日(木) 10:30～11:15 

場 所  長岡コミュティセンター 

内 容  親子体操、おんぶだっこリレー、 

ダンスなど 

参加者  34 人(17 組) 

②あかちゃん・ヨチヨチクリスマス会 

日 時  12 月 7 日(木) 10:30～11:15 

場 所  プレイルーム 

内 容  ハンドベル演奏、劇、手遊びなど 

参加者  56 人(27 組) 

 

（４） 親子であそぼう 

目 的  幼児の集団遊びを通してその成長を促し、保護者同士の交流を大切にし

て実施しました。また、これらのことを通して幼児の成長と、保護者が

子育てについてさらに多くを学び成長することを目的としました。 

日 時  毎月第 1･3 月曜日 10:30～11:10 

場 所  プレイルーム 

内 容  創作、楽器遊び、ペープサート、パネルシアター、エプロンシアター、 

リトミック、紙芝居、歌など 

対 象    2 歳児以上と保護者 

参加者  433 人(30 回) 

                 

 

運動会・クリスマス会 

対 象  1 歳 6 カ月児～未就園児と保護者              

①親子であそぼう運動会 

日 時  10 月 13 日(金) 10:30～11:20 

場 所  長岡コミュニティセンター 

内 容  親子体操、かけっこ、玉入れ、ダンスなど 

参加者  52 人(24 組) 

                 

運動会・クリスマス会 

運動会・クリスマス会 
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②親子であそぼうクリスマス会 

日 時  12 月 8 日(金)  

10:30～11:20 

場 所  プレイルーム 

内 容  ハンドベル演奏、 

劇、手遊びなど 

参加者  77 人(35 組) 

      

              

 

 

 

（５）すくすくクラブ 

目 的  希望者による会員制のクラブで、幼児の集団遊びや保護者同士の交流の

場として実施しました。事業を通して幼児や保護者が互いに親密となり、

子どもの成長と子育てについて学び、より良い子育てができることを目

的としました。 

日 時  毎月 3 回金曜日 10：30～11：10 

場 所  プレイルーム 

内 容  音楽遊び、運動遊び、読み聞かせ、季節の遊び、工作、遠足、誕生会、 

お別れ会など 

対 象  2 歳児以上と保護者 

参加者  368 人(27 回) 
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（６） 子育て相談 

目 的  子育てのつまずきや困っていること、子どもの生活や学習面、家庭での

問題点の解決に向けた相談に応じることを目的に開設しました。 

日 時  随時 

場 所  事務室、幼児室など 

対 象  乳幼児・小学生・中学生の保護者 

常時開設して気楽に声を掛けてもらい、相談に応じる体制を整えました。また、

子育て支援事業を通し、子どもとの出会いを大切にしながら、来館してくる子ども

たちの親子関係のあり方や、子どもたちが年齢に添った発達の過程を踏んでいるか

を見守りながら、適切な助言や援助ができるよう、指導者側も指導のあり方などを

学びました。 

町では「子ども家庭支援センターひばり」でも、お子さんとその家庭に関する相

談を受け付けています。子育て相談において特に病理分野での処置を必要とするケ

ースや専門機関の必要な場合には、迅速に連携できるような体制を整えています。 

 

（７） その他事業 

①エアートランポリン＆体操教室 

目 的  大きなエアートランポリンを使って、親子で楽しくからだを動かしな 

がら心身の発達に役立てることを目的としました。 

日 時    5 月 30 日(火) 10：30～11：30 

場 所  プレイルーム 

内 容  親子体操、トランポリン 

     を使った運動あそびなど 

対 象  1 歳児以上と保護者 

講 師  吉田 政樹 氏(ＮＰＯ法

人スポーツアシスタント

理事長) 

参加者  51 人(25 組) 
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②親子で楽しむベビービクス 

目 的  音楽に合わせて、スキンシップあそびなどを行い、親子の絆を深め、愛 

情と信頼関係を育てることを目的としました。 

日 時  6 月 29 日(木) 10：30～11：30  

場 所  プレイルーム 

内 容  スキンシップあそび、リズムあ

そび、質疑応答など 

対 象  0 歳児と保護者       

講 師  中野 睦 氏(ダンス教室主宰) 

参加者  24 人(12 組) 

 

③産後ママのケア講座 

目 的  バランスボールを使って楽しくからだを動かしながら、参加者同士の仲 

間づくりを促し、産後ママの孤立感を軽減し、安心して育児に臨めるよ 

うサポートすることを目的としました。 

日 時    8 月 30 日(水) 10：30～11：30  

場 所  プレイルーム 

内 容  産後の母親のからだや心の変化についての話、バランスボールを使った

体操、ストレッチ、ストレスの解消方法など 

対 象  0 歳児の母親 

講 師  野村 智子 氏(セルフケアインストラクター) 

参加者  8 人(4 組) 

 

④親子リトミック 

目 的  音楽やリズムに合わせてからだを動かしました。自然にリズム感が身に

付き、音楽に興味を持つきっかけをつくることを目的としました。 

日 時  8 月 31 日(木) 10:30～11:20 

場 所  プレイルーム 

内 容  季節に合わせたテーマを設定

し、歌や楽器を多用したリト

ミックなど 

対 象  2 歳児以上と保護者  

講 師  山下 やよい 氏（音楽家） 

参加者  16 人(8 組) 
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⑤人形劇「ほほほのじかん」 

目 的  プロの人形遣いを招き、愛らしい人形たちの動きや楽しいお話の世界を 

鑑賞し、乳幼児のことばの発達などに役立てることを目的としました。 

日 時  11 月 29 日(水) 

① 10:30～11:05  0 歳～2 歳児と保護者  

② 11:15～正午  2 歳児以上と保護者 

場 所  プレイルーム 

内 容  幼児でもわかりやすい内

容と人形の動きで実施 

出 演  劇団にんぎょう畑 

参加者  125 人（①28 人、②97 人） 

 

 

 

 

石畑保育園の園児もいっしょに鑑賞しました。かわいい人形たちの動きや声に、 

観客は大喜びでした。みんなで心和む時間を過ごしました。 

 

⑥親子で体を動かして遊ぼう 

目 的  親子で触れ合いながらからだを動かしました。参加した保護者が、年齢 

に応じて経験させたい運動やあそびを子どもとできるようにすること 

を目的としました。 

日 時    2 月 24 日(土) 

 10：30～11：20   

場 所  長岡コミュニティセ

ンター  

内 容  保護者向けに筋肉や

骨の話、歩く練習、座

って立つ、リズム遊び、

ストレッチなど 

対 象  1歳～未就園児と保護

者  

講 師  原 愉美子 氏(ストレッチングコンサルタント) 

参加者  33 人(15 組) 
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⑦スラックライン体験タイム 

目 的  バランス感覚や集中力を養いながら、体幹を鍛えて楽しく怪我なく運動

遊びができるからだをつくりました。また、子育て中の保護者が心身共

にリフレッシュできる場を提供することを目的としました。 

日 時  毎月 1・2 回 10:30～正午 

場 所  プレイルーム 

内 容  参加者のペースで自由に体験

できるよう実施 

対 象  幼児と保護者       

参加者  57 人(14 回) 

 

                                                   

２ 鑑賞事業 

（１） おはなしの会 

目 的  絵本や紙芝居の読み聞かせを通して、子どもたちの豊かな心情を育むこ 

とを目的としました。なお、町内ボランティアサークルの皆さんの協力 

を得て実施しました。 

時 間  10:30～11:10 

場 所  元狭山コミュニティセンター   

内 容  下表を参照 

対 象  1 歳児以上と保護者 

参加者  71 人(4 回) 

実施日 内  容 参加者数 

4 月 18 日(火) モケモケいないいないばあ 24 

10 月 17 日(火) いないいないばあ、かめくんのさんぽ 22 

12 月 15 日(火) みんなねんね、おいしいあさごはん 16 

2 月 20 日(火) かえるぴょん、くろねこさん・しろねこさん 19 

 

（２） あすなろむかしばなし 

目 的  日本や世界に伝わる昔話を読んで聞かせました。インターネットやゲー

ムに多くの時間を費やしている現代の子どもたちに、肉声による語りの

世界を体験させ、その魅力を感じてもらいました。また、自ら本を読む
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ことに興味を持たせることを目的としました。なお、ボランティアの方

の協力を得て実施しました。      

時 間  7 月 4 日（火） 10:30～11:10 

場 所  元狭山コミュニティセンター 

内 容  あしあとだ～れ！ 、あ～んして ははは 

対 象  1 歳児以上と保護者 

参加者  21 人(1 回) 

 

（３） JARNZΩアカペラライブ 

目 的  人格形成の基礎が育つ児童期に、優れたパフォーマンスショーに触れ、

児童の感性を高めることを目的としました。 

日 時    3 月 27 日(火)  

11：00～11：40   

場 所  プレイルーム 

内 容  演奏、参加者と合唱など 

対 象  3 歳児以上 18 歳未満の児童  

出 演  JARNZΩ（ジャーンズ） 

     ※北海道にて結成された男

性 5 人組アカペラグループ 

参加者  97 人 

 

３ 移動児童館事業 

あすなろ児童館から遠い地域の子どもたちのため、各コミュニティセンターなど

を活用して実施しました。月１回を基本に各地域を巡回するほか、期間限定の移動

児童館も実施し、子どもたちの居場所を確保すると同時に様々な事業を展開しまし

た。 

（１） 幼児事業 

  目 的  幼児の集団遊びを指導し、保護者同士の交流の機会としました。また、 

これらの事業を通して、幼児の成長と、保護者が子育てについて多くを 

学び成長することを目的としました。 

日 時  武蔵野・元狭山・長岡の各コミュニティセンターで毎月１回  

10:30～11:10 

内 容  運動遊び、創作教室、楽器遊び、ペープサート、パネルシアター、 

エプロンシアター、リトミック、紙芝居、歌など 
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対 象  1 歳児と保護者 

内 訳 

①あつまれ！むさしのぴょんちゃん 

場 所  武蔵野コミュニティセンター 

参加者  173 人(10 回) ※台風の影響で 1 回中止 

②ワン・ツー・チャチャチャ！もとさやま 

場 所  元狭山コミュニティセンター 

参加者  200 人(11 回) 

③ニコニコスマイルながおか 

場 所  長岡コミュニティセンター    

参加者  280 人(11 回) 

 

（２） 就学児向け事業 

目 的  参加者に楽しい遊びを提供する

とともに、あすなろ児童館のこ

とも知ってもらい、関心を持っ

てもらうことを目的としました。 

時 間  各 1 時間程度 

内 容  下表を参照 

対 象  18 歳未満の児童 

参加者  312 人（16 回） 

内  容 場  所 実施日 参加者数 

肉まん（料理） 武蔵野コミュニ

ティセンター 

02月 28日(水) 18 

お宝入り入浴剤（工作） 07月 31日(月) 24 

手巻きクレープ（料理） 

元狭山コミュニ

ティセンター 

06月 28日(水) 14 

オープンブレッド（料理） 08月 23日(水) 16 

アップルケーキ（料理） 09月 20日(水) 16 

アイシングクッキー（料理） 12月 18日(月) 15 

ピザ（料理） 03月 28日(水) 20 

スイートポテトパイ（料理） 
11月 15日(水) 16 

長岡コミュニテ

ィセンター 

11月 22日(水) 16 

バラエティスコーン（料理） 05月 31日(水) 15 

ショコラケーキ（料理） 01月 19日(金) 16 

バルーンスライム（工作） 
むさしの公園 

04月 12日(水) 15 

超巨大しゃぼん玉（工作） 10月 18日(水) 16 

Azcan のスラックライン 

（スポーツ） 

第二小学校 06月 25日(日) 49 

第三小学校 10月 29日(日) 45 

第四小学校 11月 26日(日) 31 
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（３） 期間限定事業 

目 的  町内小中学校の休業期間中などに、児童館がない地域の子どもたちのた

めの居場所をつくることを目的としました。 

時 間  13:30～16:30 

内 容  創作活動、ビデオ鑑賞、屋内スポーツ、ボードゲームなど 

対 象  18 歳未満の児童 

参加者  824 人（29 回） 

開催期間 場所 回数 参加者数 

7月 20日～8月 26日のう

ち 20 日間 
武蔵野コミュニティセンター 20 636 

11月 1日～12月 6日のう

ち水曜日 
長岡コミュニティセンター 05 076 

12 月 25 日～12 月 28 日 元狭山コミニティセンター 04 112 

 

 

４ 各種教室 

（１） 創作教室  

目 的  既製品のおもちゃで遊ぶことが多くなった子どもたちに、自分の手で 

工夫して物をつくることへの興味と関心を持たせました。失敗や集中す

ることを通して、物をつくる

ことの楽しさや完成したとき

の達成感を味わえるようにす

ることを目的としました。 

時 間  15:30～16：30 

場 所  創作室など 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  128 人(8 回) 
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実施日 内   容 参加者数 

5 月 17 日(水) 空飛ぶペーパーグライダー 11 

6 月 14 日(水) アイロンビーズアクセサリー 28 

7 月 15 日(水) 子どもまつり盛り上げ大作戦 10 

8 月 20 日(日) 木工 16 

9 月 16 日(水) アイロンビーズアクセサリー 21 

10 月 14 日(水) ハロウィン盛り上げ大作戦 25 

2 月 14 日(水) 折り紙（ひな飾り） 07 

3 月 14 日(水) フラワーアレンジメント 10 

 

（２） 料理教室 

目 的  子どもたちに料理をつくる

楽しみや食べてもらう人を

思ってつくる喜びを伝えな

がら、旬の材料を用いて季

節に合ったお菓子などをつ

くりました。班ごとに協力

して手際よくつくるコツを身に付けさせ、料理に興味を持たせながら、

道具や材料を大切にする気持ちを育てることを目的としました。 

場 所  創作室 

時 間  15:30～16:30 

内 容  健康に関心を持つ保護者が増える一方で、家庭で子どもと一緒に料理を

つくる機会が減ってきています。1 時間という短い時間の中で「つくっ

て食べる楽しさ」を体験できるよう、毎回内容を工夫しました。家庭で

もつくることができるように、わかりやすいレシピを配布しました。 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

 参加者  151 人(7 回) 

実施日 内   容 参加者数 

 4 月 19 日(水) フレンチトースト 24 

 7 月 26 日(水) じゃがチーズ 21 

10 月 25 日(水) かぼちゃのお焼き 21 

12 月 13 日(水) クリスマスプチケーキ 23 

12 月 20 日(水) アイシングクッキー 15 

 1 月 17 日(水) ショコラケーキ 24 

 2 月 21 日(水) 肉まん 23 
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５ 季節行事・イベント 

（１） 第 19 回子どもまつり あすなろ夏まつり 

目 的  毎回たくさんの来館者でにぎわう、年に 1 回のおまつりです。地域の

方々にも参加していただき、大人と子どもが一緒になって、それぞれの

アトラクションを盛り上げました。「子どもまつり」を通し、あすなろ

児童館の活動内容を地域の皆さんに広く知ってもらい、その後の事業に

も関心を持ってもらうことを目的としました。また、子どもスタッフを

募集し、企画の段階から参加させて、子どもならではのアイデアをいか

した内容としました。児童館職員が助言や指導をし、民生委員やボラン

ティアの方たちのご協力を得ながら行いました。 

場 所  あすなろ児童館 

日 時  7 月 22 日（土） 13:00～16:00  ※前日の午後は準備のため閉館 

内 容  ・イベント広場…………モンブランのマジックショー、ポンポンマスコ 

ット作り、おたのしみくじ、昔あそび、スラッ 

クライン体験 

・カフェ…………………バラエティパン、チョコバナナ、ドリンク、ポ 

ップコーン、ゼリー 

       ・フェイスペイント……2 階図書室を装飾して運営 

チケット     『ポップコーン、お楽しみくじ、チョコバナナ、バラエティプチパン、 

ゼリー』のセット券 100 円、ドリンク 50 円を 7 月 1 日(土)から販売 

事前の子どもの取組 

6 月から子どもスタッフを募集し、初回のスタッフ会議で上記の各コ 

ーナーの担当を決め、実施内容の企画、ポスターや必要な物の製作な 

どの準備に取り組みました。 

対 象  児童館利用者など 

参加者  350 人         
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（２）クリスマス会 

目 的  クリスマス前に子どもたちの有志を募り、楽器や劇の練習を行い当日披 

露することで達成感を味わせ、また、参加者全員でイベントを楽しむこ 

とを目的としました。 

日 時  12 月 22 日（金） 15:15～16:15 

場 所  プレイルーム 

内 容  スラックラインプロライダーのＡｚｃａｎ（我妻 吉信 氏）を招いて、 

サンタクロース役をお願いしました。子どもスタッフによるハンドベル 

演奏、劇の後、サンタクロースが登場してスラックラインのパフォーマ 

ンスを披露しました。最後に、参加者もスラックラインを体験し、Ａｚ 

ｃａｎサンタからプレゼントをもらいました。 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  94 人  

 

（３）お正月あそびをしてお餅を食べよう 

目 的  お正月の伝統的な遊びを通じ、現代のゲームやおもちゃと違う楽しさを 

体験することを目的としました。 

日 時  1 月 9 日（火） 13:30～15:00 

場 所  プレイルーム 

内 容  羽根つき、福笑い、こま回し、 

お餅の試食など 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  9 人 

 

（４） 豆まきお楽しみ会 

目 的  日本古来の伝統行事である「節分」についての興味と関心、正しい知識 
を持つことを目的としました。参加者全員で、元気な声で豆をまき、一 

年の厄を落としました。    

日 時  2 月 2 日（金） 15:30～16:30 

場 所  プレイルーム 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

内 容  節分にちなんだ話、豆まきなど 

参加者  18 人 
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６ スポーツ 

目 的  からだを動かすことやチームでスポーツを楽しむことを学ばせました。

また、挨拶や準備運動から始まり、それぞれの競技の特徴を理解し、最

後まで諦めずにプレーをするこ

とや助け合う気持ちを育てるこ

とを目的としました。 

時 間  15:30～16:30 

場 所  プレイルーム 

内 容  下表を参照 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  459 人(32 回) 

実施日 内   容 回数 参加者数 

4 月 15 日(水)ほか スラックライン体験タイム 23 277 

4 月 13 日(木) 風船バレーボール大会  01 013 

4 月 26 日(水)ほか Azcan のスラックライン 03 089 

8 月 29 日(火) ビーチバレーボール大会 01 006 

9 月 13 日(水)ほか 卓球大会 02 016 

1 月 10 日(水) ヒップホップダンス教室 01 052 

2 月 17 日(水) 人間オセロ大会 01 006 

 

７ 各種コンテスト 

目 的  毎月季節に合わせた課題を与え、その課題に合った作品を考え、自由に応

募させました。コンテストを通して、課題に対する挑戦と、アイデアを形

にする工夫や仕上げる粘り強さを育てました。また、作品を鑑賞し合うこ

とによって、友だち同士の認め合いや交流となることを目的としました。  

場 所  創作室 

内 容  下表を参照          

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  741 人(12 回) 

実施月 内  容 参加者数 実施月 内  容 参加者数 

4 月 はめ絵（アイデア） 75 10 月 給食（アイデア） 70 

5 月 未来の庭（デザイン） 52 11 月 クリスマスツリー（アイデア） 83 

6 月 出前児童館の車（デザイン） 65 12 月 2018 いぬ年（デザイン） 75 

7 月 謎の海の生き物（イラスト） 33  1 月 凧（アイデア） 51 

8 月 花火（イラスト）      93  2 月 マフラーと帽子（デザイン） 45 

9 月 靴（アイデア） 26  3 月 お花見（アイデア） 73 
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８ ボランティア活動 

（１）大掃除をしよう 

目 的  １年間お世話になった児童館を子どもたちが掃除し、感謝の気持ちを表

しました。また、家の掃除のお手伝いをするきっかけづくりとすること

を目的としました。 

日 時  12 月 28 日（木） 14:00～15:30 

場 所  館内全体、駐車場、御嶽神社 

内 容  参加者を集合させ、内容の説明と役割分担をしてから、児童館職員が掃 

除の指導をしながら作業しました。担当になった部屋を手際よく掃除し、 

後片付けもしっかりできました。終了後、全員で年越しそばを食べ「来 

年も良い年に」と願いました。 

対 象  3 歳以上 18 歳未満の児童 

参加者  22 人 

 

（２）謎解きエコツアー お宝探検団 

目 的  緑豊かな山道を歩き、ゲーム形式で楽しみながら空き缶などのごみを拾

い、環境への関心を高めることを目的としました。 

日 時  3 月 26 日（月） 13:00～16:30 

内 容  2 チームに分かれ、協力しながらお宝と称したゴミを探し、拾ったゴミ 

の量が多いチームを勝ちとしました。道の途中にチェックポイントを置 

き、クイズカードを隠しました。それを見つけてチームで答えを出し、 

ゴールまでゴミを拾って歩きました。ゴール後、拾ったごみを計量し、 

みんなで分別しました。今回拾ったごみの総量は 50 ㎏でした。 

対 象  小学生以上の児童 

参加者  12 人  

 

９ その他事業など 

（１） あすなろじどうかんだよりの発行 

毎月 1 回（年 12 回）発行しました。配布方法は、児童館の窓口に置いて来館者

に配布するほか、役場や保健センターなどの公共施設でも配布しました。また、町

内各小中学校、保育園、幼稚園にも配布し、近隣児童館などにも郵送しました。 
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（２） 消防訓練 

日 時  11 月 30 日（木） 15:00～16:00 

場 所  あすなろ児童館ほか 

内 容  「地震発生～児童館二階創作室及び石畑保育園調理場から火災発生」、

「落下物、破損物より身を守り、安全な場所へ避難」、「119 番通報、施 

設内非常放送、初期消火活動及び通報訓練を実施」という想定で、石畑 

保育園などと合同で実施しました。保育園庭に「学童保育クラブ、児 

童館来館者及び保育園児が避難」し、防火管理者の講評を受けた後、消 

防署の指導により、水消火器による使用方法の体験、消防設備の使い方 

及び通報訓練の仕方を学びました。児童、園児及び職員など 176 人が参 

加し、効果的な訓練が実施できました。 

 

（３） 東京都ファミリースポーツ促進事業への協力 

日 時  10 月 16 日（月） 10:00～正午 ほか５日間  

場 所  プレイルーム 

内 容  東京都が標記事業を実施するに当たり、あすなろ児童館のプレイルーム

を貸し出しました。事業内容は、乳幼児と保護者を対象として、「ベビ

ーマッサージと産後のお母さん・シェイプアップ教室」、「親子で楽しむ

リズム体操とダンス教室」を行いました。6 回の実施で述べ 138 人（68

組）が参加しました。 

 

（４） 放課後子ども教室推進事業（スラックラインを体験してみ

ませんか）への協力 

日 時  2 月 14 日（水） 13:30～16：30  

場 所  第五小学校 

内 容  教育委員会が標記事業を実施するに当たり、児童館職員 2 名の派遣、機

材の設置及び指導を行いました。事業内容は、参加者がスラックライン

を体験するものでした。第五小学校の児童 16 名が参加しました。 
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Ⅲ 資 料 

 

１ あすなろだじどうかんだより             

   4 月号から３月号まで（23～36 ページ） 

 

 

 

 

 

 

２ 平成 29 年度 児童館利用状況(37 ページ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
































	H29包表紙　
	①居場所　Ｈ２９事業報告書 前文　はじめに　 docx -
	②H29目次
	③H29概要
	④H29事業報告の本文
	⑤平成29年度事業報告書【資料編】

